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蕨

・
戸
田
地
区
保
護
司
会

の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
更
生
保
護
の
活
動
に
多
大

な
御
尽
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
更
生
保
護
制
度
は
、

令
和
元
年

に
施
行
七
十
周
年
を
迎
え
、

十

一
月
十
九
日
に
は
、
戸
田
市
文
化
会
館

に
お
い
て
、
こ
れ
を
記
念
す
る
埼
玉
県
更

生
保
護
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
以
来
の
民
間
篤
志
家
の
善
意
に
よ

り
築
か
れ
た
伝
統
を
礎
と
し
て
、
昭
和

二
十
四
年
に
発
足
し
た
更
生
保
護
制
度

は
、
社
会
の
大
き
な
変
化
の
中
、
様
々
な

課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
保
護
司
を
始

め
と
す
る
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
の
御

尽
力
に
支
え
ら
れ
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
十
年
は
、
安
全
で
安
心
な
社
会
づ

く
り
に
向
け
再
犯
の
防
止
が
重
要
な
課
題

と
な
る
中
、
犯
罪
を
し
た
人
た
ち
が
孤
立

す
る
こ
と
な
く
円
滑
に
社
会
復
帰
で
き
る

よ
う
、
更
生
保
護
に
お
い
て
も
、
関
係
機

関

。
団
体
の
協
力
を
得
て
、
就
労
支
援
、

帰
住
先
の
調
整
、
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復

支
援
や
対
象
者
の
特
性
等
に
応
じ
た
指
導

の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
に
は

「再
犯
の

防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
そ
の
力
を

発
揮
し
、
連
携
し
て
再
犯
防
止
に
取
り
組

む
必
要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
施

行
か
ら
三
年
が
経
過
し
、
国
の
再
犯
防
止

推
進
計
画
の
策
定

・
推
進
に
加
え
、
埼
玉

県
で
も
新
た
な
連
携
の
枠
組
に
よ
る
社
会

復
帰
支
援

の
取
組
み
も
始
ま

っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
同
法
の
趣
旨
、
理
念
を
更
に

地
域
に
生
か
し
、
多
様
な
分
野
の
機
関

・

団
体
と
の
連
携
協
力
を

一
層
確
か
な
も
の

と
し
て
、
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

根
付
か
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
中
で
、
更
生
保
護
が
着

実
な
歩
み
を
重
ね
て
い
け
ま
す
よ
う
、
皆

様
の
御
理
解
、
御
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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犯
罪
の
無
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

蕨
市
長

頼
高
　
英
雄

蕨

・
戸
田
地
区
保
護
司
会

の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
更
生
保
護
活
動
や
犯
罪
防

止
活
動
、
更
に
は
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な

る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
市
長
と
し
て
心

か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

蕨
市
で
は
、
防
犯
対
策
と
し
て
、
市
内

全
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
街
な
か
防
犯
カ

メ
ラ
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
平

成
１５
年
に
３
０
４
６
件
あ

っ
た
市
内
の
犯

罪
件
数
が
平
成
３０
年
は
約
４
分
の
１
と
な

る
７
６
５
件
に
ま
で
減
少
し
、

１８
年
以
上

続
い
て
き
た
犯
罪
発
生
率
県
内
ワ
ー
ス
ト

３
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
ｃ

全
国
的
に
見
て
再
犯
者
の
人
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
割
合
が
犯
罪
全

体
の
半
数
近
く
を
占
め
る
状
況
に
あ
る
だ

け
に
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
地
域
に

お
け
る
立
ち
直
り
支
援
や
再
犯
防
止
に
向

け
た
活
動
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な

っ
て

い
ま
す
ｃ
蕨
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成

２８
年
１２
月
に
施
行
さ
れ
た

「再
犯
の
防
止

等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
あ

げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
貴
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、　
一
層

の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

結
び
に
、
更
生
保
護
活
動
の
更
な
る
充

実
と
貴
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
に
て
の
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

第5回 蕨市民音楽祭より

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

蕨

・
戸
田
地
区
保
護
司
会

の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
の

あ
る
少
年
た
ち
の
円
滑
な
社
会
復
帰
を
助

け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
や
非
行
の
予
防
を

図
り
、
個
人
や
公
共
の
福
祉
に
多
大
な
る

御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
深
甚
な
る
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
本
市
で
は
い
ち
早
く
全
小

。
中

学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
制
度
を
導
入
し

て
お
り
ま
す
が
、
予
測
困
難
な
時
代
を
生

き
る
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
た

め
、
学
校
と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ
、

「地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」

へ
の
転
換

の
推
進
を
図
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
青
少
年
の
犯
罪
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
平
成
３０
年
に
は
全
国
及
び
埼
玉
県

の
刑
法
犯
少
年
の
検
挙
件
数
は
戦
後
最
少

を
更
新
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

著
し
い
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
青
少
年
の

戸
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長

戸

ヶ
崎
　
勤

犯
罪

・
非
行
傾
向
に
も
変
化
が
表
れ
、
子

供
た
ち
が
日
々
の
生
活
の
中
で
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
危
険
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
こ

と
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
不
易
で

あ
り
、
地
域
と
学
校
が
よ
り

一
層
連
携
し
、

更
生
保
護

へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
ぐ
る

み
で
見
守
り

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も

一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
貴
会
の

御
発
展
と
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ブログラミングに取り組む
戸田の子供たち
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更

生

保

護

七

十

年

和

を

求

め

て

一
九

′

一

ヽ
′
、

チ1、
7  1.
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一
、
機
能
別
部
会
制
の
導
入

●
平
成
Ｈ
年
４
月
総
務
部
と
事
業
部
の
２

部
門
を
設
け
、
会
員
は
い
ず
れ
か
に
所
属

し
て
活
動
す
る
と
し
た
ｃ

●
平
成
２５
年
１０
月
広
報
発
行
部
会
を
立
ち

上
げ
、
毎
年
１
回

「蕨

。
戸
田
地
区
保
護

司
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
る
ｃ

●
平
成
２７
年
４
月
戸
田
市
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
内
に
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
所
し
、
運
営
委
員
会
を
設
置
し
た
こ

二
、
保
護
司
研
修

（自
主
研
修
）
の
実
施

各
支
部
に
１
名
の
研
修
担
当
を
置
き
、

地
域
別
定
例
研
修
、
自
主
研
修
の
企
画
及

び
運
営
に
当
た
る
。

三
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
取
組

蕨
支
部
は

「社
明
運
動
推
進
大
会
」
を

開
催
し
、
式
典
、
請
演
会
、
社
明
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
上
映
等
を
行

っ
て
い
る
ｃ

一
方
戸
田
支
部
で
は
市
庁
合
と
市
内
３

駅
に
社
明
の
横
断
幕
を
掲
げ
、
駅
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
ｃ

四
、
更
女
会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
、
協
力
雇
用
主

等
と
の
連
携
活
動

●
更
女
会
と
は
社
明
運
動
等

へ
の
参
加
を

通
し
て
相
互
に
連
携
を
は
か
っ
て
い
る
ｃ

●
蕨
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
と
は
担
当
保
護
司
が
定
例

研
修
に
参
加
す
る
等
の
協
力
を
し
て
い
る
ｃ

●
協
力
雇
用
主
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
今

後
の
重
点
課
題
と
な

っ
て
い
る
〓

五
、
地
方
公
共
団
体
や
関
係
機
関
と
の
連

携
活
動

●
行
政
と
の
連
携

補
助
金
の
交
付
を
は
じ
め
と
す
る
全
面

的
な
協
力
に
よ
り
、
活
動
に
専
念
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ

●
中
学
校
と
の
連
携

蕨
支
部
は
市
内
４
校
と
年
２
回
、
戸
田

支
部
は
市
内
６
校
と
年
１
回
情
報
交
換
会

を
実
施
し
て
い
る
。

●
民
生
委
員

・
児
童
委
員
協
議
会
と
の
連

携
戸
田
支
部
で
は
民
生
委
員
を
委
嘱
さ
れ

て
い
る
保
護
司
が
６
名
お
り
、
相
互
に
情

報
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
。

●
南
部
保
健
所
と
の
連
携

薬
物
乱
用
防
止
指
導
員
は
、
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
講
演
活
動
等
を
通
し
啓
発
活

動
を
行

っ
て
い
る
。

六
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況

対
象
者
と
の
面
談
を
は
じ
め
と
す
る
保

護
司
の
処
退
活
二〓一を
支
援
す
る
等
、
地
域

に
お
け
る
更
生
燥
〓一一〓活
一一ゴ
一つ
拠
点
と
な
っ

て
い
る
‥

一健
康
福
祉
の
社
ま
つ
り

一に
参
加
し
、

更
生
保
護
活
動

へ
の
理
解
と
協
力
を
Ｌ
く

呼
び
か
け
て
い
る
こ

七
、
保
護
司
適
任
者
の
確
保
に
対
す
る
取

組保
護
司
の
な
り
手
不
足
が
全
国
的
な
間

題
と
な
る
中
、
当
地
区
に
お
い
て
は
、
保

護
司
活
動
に
対
す
る
地
域

の
理
解
を
深

め
、
幅
広
い
人
材
か
ら
保
護
司
の
候
補
者

を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
平
成

２１
年
Ｈ
月
、
蕨

。
戸
田
地
区
保
護
司
候
補

者
検
討
協
議
会
を
設
置
し
た
。

原
則
と
し
て
保
護
司
に
欠
員
が
生
じ
る

前
に
協
議
会
を
開
催
し
、
新
任
保
護
司
候

補
者
の
検
討
を
行
い
、
保
護
観
察
所
に
推

薦
し
て
い
る
。

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
保
護
司
の
高

齢
化
の
急
速
な
進
行
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
当
地
区
に
お
い
て
も
、
こ
の
先
１
、

２
年
の
間
に
５
人
の
保
護
司
が
定
年
で
任

期
満
了
を
迎
え
る
た
め
、
保
護
司
の
補
充

は
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

八
、
特
記
事
項

当
地
区
で
は
、
平
成
８
年
１
月
よ
り
、

保
護
観
察
所
の
依
頼
を
受
け
て
、
少
年
対

象
者
の
社
会
参
加
活
動

へ
の
協
力
を
行

っ

て
ｔｕ
る
〓
こ
の
社
会
貢
献
活
動
は
、
保
護

観
察
対
象
の
少
年
た
ち
が
、
社
会
の
役
に

立

つ
体
験
を
通
じ
て
、
人
の
役
に
立
て
る

と
い
う
感
情
や
社
会
ル
ー
ル
を
守
る
意
識

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
ｃ

こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
２５
年
９

月
の
全
国
更
生
保
護
大
会
に
お
い
て
、
当

地
区
は
埼
玉
県
内
の
保
護
司
会
と
し
て
初

め
て
、
瀬
戸
山
賞
を
受
賞
し
た
ｔ

地
区
を
構
成
す
る
行
政
に
お
い
て
も
、

再
犯
防
止
に
関
す
る
独
自
の
取
組
が
行
わ

れ
て
い
る
。
戸
田
市
で
は
、
再
犯
の
防
止

等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
１４
条

「就
業

の
機
会
の
確
保
等
」
の
具
体
化
策
と
し
て
、

戸
田
市
入
札
参
加
者
遵
守
事
項
に

「保
護

観
察
所

へ
の
協
力
雇
用
主
の
登
録
及
び
保

護
観
察
対
象
者
等

の
雇
用
に
努
め
る
こ

と
。

」
を
追
記
し
、
入
札
参
加
者
に
電
子

入
札
シ
ス
テ
ム
で
告
知
し
て
い
る
ｃ

九
、
地
区
保
護
司
会
と
し
て
の
将
来
の
展

望
、
課
題
等

犯
罪
や
非
行
を
し
た
者
の
中
に
は
、
経

済
的
困
窮
や
病
気
、
障
害
、
厳
し
い
生
育

環
境
、
不
十
分
な
学
歴
な
ど
、
様
々
な
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
、
立
ち
直
り
に
多
く
の

困
難
を
抱
え
る
も
の
が
少
な
く
な
い
ｃ
再

犯
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
犯

‐
つ

て

(3)
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を
し
た
者
が
罪
を
犯
し
た
責
任
を
自
覚

し
、
犯
罪
の
被
害
者
と
な

っ
た
人
の
心
情

な
ど
を
理
解
し
て
、
自
ら
社
会
復
帰
を
果

た
す
よ
う
努
力
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

更
生
保
護
女
性
会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
、
民
生

委
員

・
児
童
委
員
協
議
会
、
協
力
雇
用
主
、

行
政
な
ど
各
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
て

対
象
者
の
円
滑
な
社
会
復
帰
を
支
援
す
る

一
方
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
外

国
人
の
増
加
に
よ
り
地
域
社
会
が
変
貌
し

て
い
く
中
、
更
生
保
護
に
対
す
る
地
域
社

会
か
ら
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
保
護

司
自
身
の
研
鑽
と
保
護
会
活
動
の
発
展
に

努
め
、
今
後

一
層
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（荘
智
子

・
泉
山
高
子
）蕨・戸田地区保護司会

令和元年度 蕨・戸田地区保護司会役員

11 理事 (事業 ) 比企 孝司

榎木  忠12 理事 (事業)

13 理事 (総務 ) 員下  賢

14 理事 (総務 ) 駒崎 恭子

15 理事 (総務 ) 川島 善徳

16 理事 (総務 ) 寺尾  博

17 監事 貫井 和子

監事 武藤 和徳

19 顧 問 三輪 一榮

山内 俊和20 顧 間

会長 細田 昌宏

2 副会長 池上 東二

金子 篤徳3 副会長

4 総務部長 長瀬 文雄

5 事業部長 鈴木 幸義

斎藤 典 F6 総務副部長

7 総務副部長 奥住美千子
（Ж
） 事業副部長 泉山 高子

9 事業副部長 島田 幸昌

10 理事 (事業) 結城 辰雄

埼
玉
県
保
護
司
会
連
合
会
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会

令
和
元
年
度
の
埼
玉
県
保
護
司
会
連
合

会
第
１
ブ

ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
が
９
月
３０

日

（月
）
戸
田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
連
絡
協
議
会
は
、
地
域
別
で

県
下
４
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
、
蕨

。
戸

田
等
の
県
南
部
と
草
加
等
県
東
部
が
第
１

ブ

ロ
ッ
ク
で
、
内
訳
は
さ
い
た
ま
浦
和
、

蕨

・
戸
田
、
川
口
、
草
加
、
越
谷
、
春
日

部
の
各
保
護
司
会
で
す
。

当
日
の
参
加
者
は
さ
い
た
ま
保
護
観
察

所
か
ら
所
長
と
企
画
調
整
課
長
、
県
連
合

会
正
副
会
長
、
第
１
ブ

ロ
ッ
ク
の
役
員
で

計
４８
名
で
し
た
。
内
容
は
２
つ
の
テ
ー
マ

①
保
護
司
適
任
者
の
確
保
と
②
地
区
保
護

司
会
の
運
営
に
つ
い
て
４
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
協
議
で
し
た
。

当
地
区
か
ら
は
細
田
会
長
は
じ
め
副
部

長
以
上
の
９
人
が
参
加
し
、
司
会
進
行
は

当
地
区
の
長
瀬
総
務
部
長
、
第
１
グ
ル
ー

プ
の
発
表
者
は
池
上
副
会
長
で
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
４
グ
ル
ー

プ
の
参
加
者
が
テ
ー
マ
に
基
づ
き
各
地
区

の
事
情
を
話
し
な
が
ら
協
議
を
進
め
、
各

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
発
表
者
が
テ
ー
マ
の
内

容
に
基
づ
き
１
人
４
～
５
分
ず

つ
協
議
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
発
表
内

容
に
つ
い
て
の
講
評
が
観
察
所
長
及
び
企

画
調
整
課
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

協
議
会
全
体
を
通
し
て
思

っ
た
の
は
、

今
後
１０
年
間
で
現
行
制
度
と
す
る
と
保
護

司
の
数
が
半
分
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、

そ
の
対
策
が
喫
緊
の
問
題
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
長
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
保
護

司
の
皆
さ
ん
が
持

つ
穏
や
か
な
雰
囲
気
の

中
に
も
、
真

剣
に
話
し
合

い
テ
ー

マ
を

ま
と
め
る
姿

に
な
る
ほ
ど

と
感
心

い
た

し
ま
し
た
。

（大
山
正
治
）

埼玉県保護司会連合会 遠藤隆雄会長

和やかな中にも真剣に協議する参加者

(4)

役職名 氏名

18

役職名 氏名
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令
和
元
年
Ｈ
月
１９
日
、
戸
田
市
文
化
会

館
ホ
ー
ル
に
て
毎
年
恒
例
の
埼
玉
県
更
生

保
護
関
係
者
約
１
２
０
０
余
名
の
参
加
と

来
賓
と
し
て
、
埼
玉
県
知
事
、
大
野
元
裕

氏
を
は
じ
め
、
他
２１
名
の
関
係
各
位
を
迎

え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
先

だ
ち
、
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
科
教

授
、
藤
岡
淳
子
氏
に
よ
る

「非
行

・
犯
罪

行
動
か
ら
の
回
復
に
資
す
る
対
話
の
可
能

性
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

非
行
、
犯
罪
行
動
か
ら
の
回
復
に
は
対

話
を
通
し
て
応
答
し
、
共
に
考
え
る
こ
と

の
重
要
性
を
説
い
た
講
演
で
し
た
。

そ
の
後
、
埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

会
長
の
本
橋
恵
子
氏
に
よ
る
開
式
の
辞
で

式
典
が
始
ま
り
、
表
彰
式
で
は
顕
彰
が
行

わ
れ
、
当
保
護
司
会
か
ら
は
、
法
務
大
臣

表
彰
ｌ
名
を
は
じ
め
計
１６
名
の
方
々
が
受

賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

（春
山
嘉
正
）

令
和
元
年
　
秋
　
瑞
宝
双
光
章

鈴
木
　
幸
義

（
蕨

）

法
務
大
臣
表
彰

奥
住
美
千
子

（
戸
田
）

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

比
企
　
孝
司

（
蕨

）

武
藤
　
和
徳

（
戸
田
）

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

瀧
澤
　
林
三

（
蕨

）

中
崎
　
敏
子

（
戸
田
）

春
山
　
嘉
正

（
戸
田
）

平
井
　
恵
子

（
蕨

）

関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

埼
玉
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

大
森
　
洋
子

（
戸
田
）

熊
木
　
幸
夫

（
戸
田
）

中
村
　
信
成

（
戸
田
）

福
島
と
よ
乃

（
戸
田
）

福
田
　
政
文

（
戸
田
）

退
任
に
あ
た
り

本
橋
　
恵
子

（戸
田
）

昭
和
６２
年
６
月
に
保
護
司
の
委
嘱
を
受

け
、
以
来
３２
年
間

・
‥
、
瞬
く
間
で
あ

っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

価
値
観
を
左
右
さ
せ
ら
れ
る
大
変
意
義

深
い
歳
月
で
し
た
。

保
護
司
を
通
し
て
出
会
え
た
皆
々
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
元
　
由豆
子

（戸
田
）

保
護
観
察
所
の
方
々
な
ど
関
係
各
位
の

長
き
に
わ
た
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
お
か
げ

で
藍
綬
褒
章
ま
で
い
た
だ
き
、
保
護
司
活

動
を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
元
保
護
司
と

し
て
、
変
わ
ら
ぬ
ご
厚

情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
ｃ

結
城
　
辰
雄

（
蕨

）

保
護
司
を
拝
命
し
て
２２
年
、

７７
歳

に

成

っ
て
も
気
力
、
体
力
は
ま
だ
ま
だ
自
信

が
あ
り
ま
す
。

私
の
座
右
の
銘
は

「罪
を
憎
ん
で
人
を

憎
ま
ず
」
で
す
。

保
護
司
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
様
、
大

変
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

菊
香
る
陛
下
の
笑
み
の
優
し
く
て

行
く
秋
や
二
十
二
年
を
妻
に
謝
し

大
森
　
康
代

（戸
田
）

平
成
か
ら
令
和

へ
と
時
代
の
変
わ
っ
た

５
月
に
保
護
司
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
こ

と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
「
こ
の
保
護
司
で
よ
か
っ
た
」
「
こ
の

保
護
司
だ
か
ら
更
生
で
き
た
」
と
言

っ
て

も
ら
え
る
よ
う
微
力
な
が
ら
精

一
杯
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宮
澤
　
正

（戸
田
）

研
修
や
先
輩
方
か
ら
の
お
話
を
通
じ
、

保
護
司
と
は
と
い
う
疑
間
が
少
し
な
が
ら

も
掴
め
て
参
り
ま
し
た
。
市
内
に
地
域
育

成
の
会
が
出
来
る
基
と
な
っ
た
、
中
学
生

時
代
の
貴
重
な
体
験
と
、
現
在
ま
で
の
経

験
を
頼
り
に
、
経
験
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

鈴木幸義
石
井
　
剛

小
槻
　
保
美

山
田
　
憲
兒

さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
長
表
彰

大
山
　
正
治

（
戸
田
）

戸

田
）

一豚
　
）

戸

田

新
任
に
あ
た
り

(5)
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ナ
群
■
卜
を
ン
タ
■
沿
．■
ケ
・

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
５
年
目
を

迎
え
、
順
調
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

保
護
司
同
士
の
交
流
や
面
接
の
場
と

し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
戸
田

市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ま
つ
り
に

も
毎
年
積
極
的
に
参
加
し
、
保
護
司

会
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

（小
槻
保
美
）

第
２
回
昭
島
矯
正
展

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

一
環
と
し

て
行
わ
れ
る
矯
正
展
が
、
９
月
２１
、

２２
日

の
２
日
間
昭
島
市
の
国
際
法
務
総
合
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
矯
正
研
修
所
、
東
日
本
成

人
矯
正
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
こ
は
立
川
基
地
跡
の
広
大
な
土
地
に

あ
り
、
昭
和
記
念
公
園
に
隣
接
す
る
静
か

な
場
所
で
あ
る
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
い

つ
も
と
は
違
う
よ
う
だ
。

地
域
の
小
、
中
、
高
生
に
よ
る
吹
奏
楽

や
大
学
生
や
芸
能
人
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
ま
た
飲
食
店
も
多
く
参
加
協
力
し

て
い
た
。
地
元
の
保
護
司
会
は
ブ
ー
ス
で

周
知
活
動
、
更
女
会
は
手
作
り
品
な
ど
の

バ
ザ
ー
、
と
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
盛
大
な

イ
ベ
ン
ト
で
、
特
に
若
い
家
族
連
れ
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
。

体
育
館
で
は
、
刑
務
作
業
製
品
が
積
み

上
げ
ら
れ
、
各
地
の
刑
務
所
か
ら
来
て
い

る
刑
務
官
と
会
話
し
な
が
ら
買
い
物
を
楽

し
ん
だ
。

医
療
刑
務
所
見
学
、
護
送
バ
ス
体
験
、

刑
務
所
給
食
体
験
な
ど
を
通
し
て

一
般
市

民
に
こ
の
施
設
の
理
解
を
求
め
、
刑
務
職

の
募
集
に
力

を
入
れ
て
い

た
の
が
印
象

に
残

っ
た
。

（細
井
玲
子
）

●
蕨

・
戸
田
地
区
保
護
司
会
だ
よ
り
●
第
７
号
／
令
和
２
年
２
月
１
日
発
行
●
発
行

・
編
集
　
一販
・
戸
田
地
区
保
護
司
会
●
一事
務
〓「
　
一三
■
■
■
一一〓
■
ｔ
一■
〓〓
ｆ

〓二
三
■
一・一〓
・〓〓

〓
Ｉ
・
■
・

一

炉鞘曜

戸田市健康福祉の社まつり
保護司会ブース

編集会議

２

０

１

刑務所給食体験

CAPICブランド (刑務所作業製品)の販売

塚
［編
［躍
圏
口□

埼
玉
県
に
お
け
る
保
護
司
が
１０
年

先
に
は
、
約
半
分
５１

・
２
％
が
７５
歳

の
定
年
退
任
を
迎
え
る
そ
う
だ
。

蕨

・
戸
田
地
区
に
お

い
て
も
５５

ｏ

２
％
に
な
る
ら
し
い
。
国
全
体
と
し

て
も
保
護
司
制
度
維
持
の
た
め
に
は

保
護
司
の
安
定
的
確
保
は
喫
緊
の
間

題
で
あ
る
。

高
齢
社
会
の
現
状
を
鑑
み
る
と
、

雇
用
の
確
保
や
年
金
問
題
対
策
に
定

年
退
職
年
齢
の
延
長
が
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
保
護
司
も
現
在
の
７５
歳
定

年
退
任
を
延
長
す
る
の
も

一
案
な
の

か
な
と
思
う
。
県
内
某
地
区
で
は
８０

歳
に
延
長
で
運
用
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

２
０
１
９
年
度
版
の
高
齢
社
会

白
書
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口
の

６５
歳
以
上
の
割
合

（高
齢
化
率
）
は

２８
・
０
％
、

７５
歳
以
上
の
割
合
は
１４
・

２
％
。
２
０
６
５
年
に
は
６５
歳
以
上

は
約
２
・
６
人
に
１
人
に
な
る
と
い
う
。

編
集
委
員
長
　
大
山
正
治

圃

圏

圏

Ｔ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

泉
山
　
高
子

大
山
　
正
治

奥
住
美
千
子

小
槻
　
保
美

荘
　
　
智
子

春
山
　
嘉
正

細
井
　
玲
子

山
内
　
俊
和

（５０
音
順
）

８

月

７

月

５

月

４

月

年
末
保
護
強
化
研
修

保
護
司
候
補
者
検
討
協
議
会

広
報
紙
発
行

役
員
会

役
員
会

第
３
期
地
域
別
定
例
研
修

学
校
と
の
連
携

第

６７
回
埼
玉
県
更
生
保
護
大
会

第
２
期
地
域
別
定
例
研
修

役
員
会

保
護
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候
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者
検
討
協
議
会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

県
外
研
修

サ
ポ
ー
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セ
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ー
運
営
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月
～
３
月
）

第
１
期
地
域
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定
例
研
修

総
会

役
員
会
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日
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，
“
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ｌ
■
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校
と
の
連
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令
和
元
年
度
監
査


